
山口市生まれ。広島学院高校・東京大学医学部卒。東京大学講師等を経て、現在、
医療法人社団パリアン理事長、クリニック川越 院長。
自らがんを経験後、在宅ホスピスに取り組まれ、およそ2000人の末期がん患者を家で
看取ってこられました。「たいせつな時を自分や家族のために取りもどし納得のいく人生
をできるだけ貫く。人としての尊厳を保ち住み慣れた自分の部屋でいつものような生活
を終いまで続ける。いのちを長らえさせることよりも痛み、苦しみから解放され安らぎ
のある、自然な形のいのちを大切にし、全うする。このような生き方を希望するあなた
とあなたの家族をわたしたちはチームで支援します。」と話されています。（ﾊ ﾘ゚ｱﾝHPより）


